
三浦綾子「道ありき」
[あらすじと概説]
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三浦(旧姓・堀田)綾子は,敗戦を迎え,自分の教えてきたことが間
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う絶望のどん底の日々 を過ごしてし              き方をして欲しいと叫ぶ幼なじみの前川正の祈りが,やがて彼女の魂を動かし始める。最愛の恋人の死,全国の結核患者から寄せられた励ましの手紙など,闘病生活から夫・三浦光世との結婚までを記した愛と真実を問いかける作家 0三浦綾子の自伝小説の青春編である。
三浦綾子の全作品を貫く「まじめに生きる」ことの原点,読者との文通をどこまでも大切にした執筆生活の原ノ点が散りばめられた,作家・三浦綾子を理解するうえで不可欠,かつ最適な代表作である。
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わたしはここで死んだとしても,それほど残念だとは思わなかった。生徒たちに対して,すまないと思いつづけて来たからばかりではなかった。ゎたしには,生きる目標というものが見つからなったのであるも何のためにこの自分が生きなければならないのか。何か日当てιr左キデ各島、ム,■ふ24・●、卜じ、_,_、 、、、ければならないのか,何を目当てに生きて行かなければならないか,7おふ」脇 ∫

町のためにこの自分が生きな
■ばどうしても生きてぃけない人間……。(25頁 )

何の目的で生きているのかわからない生活に,わたしは次第に無気力になり,怠惰になり,うみ疲れていたのだ。(57頁 )
わたしは時々自分でギョッとすることがあった。(ゎたしは何のために生きてぃるかわからないのに,どうしてこんなふこ多 くの 人 と 話 し 合 ぃ _会 の 什 童 洵 デ 各 ノ ン しベ ネ 、 フ ⌒ ぃ ゥ ぃヽ ′ ‐
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,■ 日 zン 1、ぃ一 キュヽ _ヽ ,,一 `ヽ ―‐ 生きるために一番大事なものを,人間の日は見ることができないような気さえした。(29頁 )

ういうことかゎからず,目 的もなくただ生きてぃたから,他の人々もまた無目的に,0頁 )

令たくなっていくのを,どうしてもやることもできなからた時,十三歳のわたしは,綱つた。(37頁 )
て,その思い描いた幻と結婚したりするから,世には不幸な結婚も多いのですょ。
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める思い砕籟かせた。


